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1

一
　
は
じ
め
に

現
代
に
お
い
て
も
日
中
問
わ
ず
広
く
読
ま
れ
て
い
る
『
三
国
志
演
義
』
は
、
元
末
明
初
の
人
で
あ
る
羅
貫
中
が
ま
と
め
た
歴
史
白
話
小

説
で
あ
る
。
そ
の
祖
本
は
失
わ
れ
、
現
存
す
る
最
古
の
版
本
と
し
て
は
明
代
の
嘉
靖
元
年
（
一
五
二
二
）
に
出
版
さ
れ
た
『
三
国
志
通
俗

演
義
』（
以
下
、
嘉
靖
本
と
称
す
る
）
が
あ
る
が
、
他
に
も
様
々
な
版
本
が
多
く
の
地
域
、
版
元
か
ら
出
版
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
も
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
最
終
的
に
通
行
本
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
の
は
、
嘉
靖
本
の
流
れ
を
汲
む
『
李
卓
吾
先
生
批
評
三
国

志
』（
以
下
、
李
卓
吾
本
と
称
す
る
）
を
底
本
と
し
、
清
代
初
期
に
毛
綸
・
毛
宗
崗
父
子
が
ま
と
め
た
所
謂
「
毛
宗
崗
本
」
で
あ
っ
た
。

毛
宗
崗
本
に
は
、
毛
宗
崗
自
身
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
「
讀
三
國
志
法
」
が
首
巻
に
附
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
毛
宗
崗
本
の
特
徴
が
記

さ
れ
て
い
る
。
特
に
人
物
描
写
に
つ
い
て
は
、
三
人
の
人
物
を
「
三
絶
」
と
し
、
彼
ら
の
よ
う
な
傑
出
し
た
人
物
が
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

三
国
志
が
他
の
史
書
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。「
三
絶
」
と
は
「
智
」
絶
の
諸
葛
亮
、「
義
」
絶
の
関
羽
、
そ
し
て
「
奸
」
絶

の
曹
操
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
首
巻
に
附
さ
れ
て
い
る
「
凡
例
」
に
お
い
て
、「
俗
本
」
を
「
古
本
」
に
基
づ
い
て
改
訂
、
修
正
し
た
こ

と
を
具
体
的
な
例
と
共
に
示
し
て
い
る
が
、「
俗
本
」
と
は
毛
宗
崗
本
以
前
の
す
べ
て
の
テ
キ
ス
ト
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
「
古
本
」
は
毛

宗
崗
が
こ
う
あ
る
べ
き
と
考
え
た
テ
キ
ス
ト
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
毛
宗
崗
本
が
明
確
な
意
図
を
も
っ
て
李
卓
吾
本
か
ら
の
改
変
を

行
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
毛
宗
崗
本
が
自
ら
示
し
て
い
る
特
徴
を
前
提
と
し
て
、
仙
石
知
子
氏
は
毛
宗
崗
本
の
表
現
技
法
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
四

（
1
）

（
2
）（

3
）

鵜
　
浦
　
　
　
恵

毛
宗
崗
本
『
三
国
志
演
義
』
の
特
徴

― 

曹
操
臣
下
の
文
官
に
お
け
る
人
物
描
写
の
比
較
の
試
み
―
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つ
の
特
徴
を
挙
げ
て
い
る
。

第
一
に
人
物
像
を
一
貫
さ
せ
、
第
二
に
「
三
絶
」
を
物
語
の
中
核
に
据
え
、
第
三
に
細
部
に
至
る
ま
で
の
綿
密
な
表
現
を
行
う
こ

と
で
、
文
学
と
し
て
の
完
成
度
の
高
さ
を
持
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
第
四
に
当
該
時
代
の
社
会
通
念
を
利
用
す
る
表
現
技
法
を
用
い

る
こ
と
で
、
千
五
百
年
の
時
空
を
超
え
て
、
三
国
時
代
の
物
語
を
「
現
代
」
の
物
語
と
し
て
読
者
に
理
解
さ
せ
た
。

『
三
国
志
演
義
』
は
蜀
漢
を
正
統
と
し
、
漢
王
朝
へ
の
忠
誠
心
を
主
題
と
す
る
物
語
で
あ
る
が
、
仙
石
氏
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
毛
宗

崗
本
は
そ
の
主
題
を
さ
ら
に
強
調
す
る
た
め
に
細
部
の
表
現
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
上
記
の
よ
う
な
毛
宗
崗
本
の
特

徴
は
、
曹
操
や
関
羽
と
い
っ
た
物
語
の
中
心
的
な
人
物
以
外
の
描
写
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
曹
操
の
「
奸
」
絶

た
る
側
面
を
強
調
し
、
人
物
像
を
一
貫
さ
せ
る
た
め
に
、
曹
操
だ
け
で
は
な
く
彼
に
関
わ
る
人
物
の
言
動
に
も
毛
宗
崗
本
に
よ
る
意
図
的

な
改
変
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
李
卓
吾
本
と
毛
宗
崗
本
の
比
較
を
通
し
て
、
曹
操
臣
下
の
文
官

に
お
け
る
描
写
の
改
変
に
着
目
し
、
そ
こ
か
ら
毛
宗
崗
本
の
特
徴
に
つ
い
て
改
め
て
考
察
を
試
み
た
い
。

二
　
程
昱
に
関
す
る
描
写

曹
操
の
周
辺
人
物
に
着
目
し
な
が
ら
版
本
間
の
比
較
を
す
る
中
で
、
登
場
す
る
人
物
が
入
れ
替
わ
る
と
い
う
大
き
な
異
同
が
二
か
所
見

受
け
ら
れ
た
。
入
れ
替
わ
っ
て
い
た
の
は
曹
操
に
仕
え
る
程
昱
と
荀
彧
で
あ
る
。
本
章
で
は
ま
ず
そ
の
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
場
面
を
比
較

し
、
そ
の
上
で
程
昱
に
関
し
て
他
の
箇
所
で
見
ら
れ
た
異
同
に
つ
い
て
も
、
人
物
像
と
い
う
点
に
着
目
し
て
考
察
す
る
。

（
一
）
第
二
十
三
、
二
十
四
回

董
承
や
吉
平
ら
の
曹
操
に
対
す
る
謀
反
が
発
覚
し
、
献
帝
が
董
承
に
自
ら
手
渡
し
た
血
詔
を
読
ん
だ
曹
操
が
、
皇
帝
の
廃
立
に
つ
い
て

参
謀
た
ち
に
相
談
す
る
場
面
で
あ
る
。

（
4
）

（
5
）

（
6
）
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【
李
卓
吾
本
】

操
回
府
、
聚
衆
謀
士
。
操
出
詔
、
令
荀
彧
看
。
彧
曰
「
明
公
今
欲
何
如
？
」
操
曰
「
據
此
情
理
、
正
合
誅
其
君
而
吊
其
民
、
擇
有
德
者

而
立
之
。」
彧
曰
「
①
主
公
威
震
四
海
、
號
令
天
下
者
、
蓋
有
漢
家
苗
裔
故
也
。
②
征
討
有
名
、
賞
罰
有
制
。
古
往
今
來
、
以
絕
議
論
。」

操
曰
「
欲
將
董
承
等
四
家
誅
之
、
必
欲
得
正
惡
以
示
衆
。」
彧
曰
「
丞
相
之
意
若
何
？
」
操
曰
「
不
誣
之
反
、
豈
得
誅
族
乎
？
」
彧
曰
「
事

已
至
此
、
釋
之
恐
難
。」
操
意
遂
決
、
連
夜
收
王
子
服
等
老
小
入
官
、
明
正
反
逆
之
罪
。
次
日
、
押
送
各
門
處
斬
。
良
賤
皆
死
共
七
百
餘

人
。
城
中
官
民
無
不
下
淚
。

【
毛
宗
崗
本
】

操
回
府
以
詔
狀
示
衆
謀
士
商
議
、
要
廢
獻
帝
、
更
立
新
君
。
正
是
數
行
丹
詔
成
虛
望
、
一
紙
盟
書
惹
禍
殃
。
未
知
獻
帝
性
命
如
何
、
且

聽
下
文
分
解
。

卻
說
曹
操
見
了
衣
帶
詔
、
與
衆
謀
士
商
議
、
欲
廢
却
獻
帝
、
更
擇
有
德
者
立
之
。
程
昱
諫
曰
「
①
明
公
所
以
能
威
震
四
方
、
號
令
天
下

者
、
以
奉
漢
家
名
號
故
也
。
②
今
諸
侯
未
平
、
遽
行
廢
立
之
事
、
必
起
兵
端
矣
。」
操
乃
止
。
只
將
董
承
等
五
人
、
幷
其
全
家
老
小
、
押
送

各
門
處
斬
。
死
者
共
七
百
餘
人
。

太
字
で
示
し
た
よ
う
に
、
曹
操
に
進
言
す
る
臣
下
が
李
卓
吾
本
で
は
荀
彧
、
毛
宗
崗
本
で
は
程
昱
と
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
人
物
の
入

れ
替
わ
り
自
体
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に
台
詞
を
伴
う
よ
う
な
場
面
に
お
け
る
入
れ
替
え
は
他
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な

い
。
毛
宗
崗
本
は
全
体
的
に
李
卓
吾
本
よ
り
も
表
現
が
簡
素
に
な
っ
て
お
り
、
先
に
触
れ
た
「
凡
例
」
に
お
い
て
も
「
俗
本
」
の
冗
長
で

わ
か
り
に
く
い
言
葉
を
わ
か
り
や
す
く
改
め
た
と
記
し
て
い
る
た
め
、
文
章
の
多
寡
だ
け
で
は
比
較
で
き
な
い
が
、
傍
線
部
①
に
は
明
確
な

文
意
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
曹
操
が
天
下
に
権
威
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
李
卓
吾
本
で
荀
彧
は
「
漢
王
朝
の
末
裔
を
守
っ
て
い

る
こ
と
に
よ
る
」
と
言
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
毛
宗
崗
本
で
程
昱
は
「
漢
王
朝
を
奉
る
と
い
う
名
分
に
よ
る
」
と
し
て
お
り
、「
苗
裔
」「
名

號
」
と
い
う
言
葉
の
違
い
か
ら
、
李
卓
吾
本
の
皇
帝
の
血
縁
を
重
ん
じ
る
荀
彧
と
、
毛
宗
崗
本
の
名
の
み
を
重
ん
じ
る
程
昱
と
い
う
対
比

が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
二
重
傍
線
部
②
に
お
い
て
は
、
李
卓
吾
本
で
は
荀
彧
が
「
征
伐
に
名
分
が
あ
り
、
賞
罰
に
規
定
が
有
る
こ
と
で
古

今
の
議
論
を
絶
つ
こ
と
が
で
き
る
」
と
漢
王
朝
を
守
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
く
の
に
対
し
、
毛
宗
崗
本
で
は
程
昱
が
「
今
は
ま
だ
諸
侯
を

（
7
）
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平
定
し
て
い
な
い
の
に
、
急
に
廃
立
の
こ
と
を
実
行
す
る
な
ら
ば
、
必
ず
や
武
装
蜂
起
を
招
く
で
し
ょ
う
」
と
そ
の
後
曹
操
が
皇
帝
の
廃

立
に
携
わ
る
、
或
い
は
帝
位
を
簒
奪
す
る
こ
と
を
暗
に
認
め
る
よ
う
な
発
言
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
二
）
第
二
十
四
回

曹
操
が
董
承
や
王
子
服
、
董
貴
妃
ら
を
誅
殺
し
た
の
ち
、
献
帝
の
血
詔
に
名
前
が
載
っ
て
い
た
馬
騰
と
劉
備
へ
の
対
策
に
つ
い
て
、
臣

下
に
相
談
す
る
場
面
で
あ
る
。

【
李
卓
吾
本
】

操
與
荀
彧
曰
「
今
戮
董
承
等
千
餘
人
、
去
吾
心
腹
大
患
。
尚
有
馬
騰
、
劉
備
、
亦
在
此
數
、
不
可
不
誅
。」
荀
彧
曰
「
馬
騰
見
屯
軍
于
西

涼
、
未
可
輕
取
。
但
以
書
慰
勞
、
勿
使
生
疑
焉
、
徐
誘
入
京
師
圖
之
可
也
。
劉
備
見
在
徐
州
、
分
布
犄
角
之
勢
、
亦
不
可
輕
敵
。」
操
曰

「
何
爲
未
可
也
？
」
彧
曰
「
與
明
公
爭
天
下
者
、
袁
紹
也
。
今
紹
屯
兵
官
渡
、
常
有
圖
許
都
之
心
。
一
旦
若
東
征
劉
備
、
備
必
求
救
于
袁

紹
。
若
紹
乘
虛
而
襲
、
何
以
當
之
？
」
操
曰
「
非
也
、
彼
劉
備
乃
人
傑
也
。
今
若
不
擊
之
、
待
其
羽
翼
長
成
、
急
難
搖
動
、
必
爲
後
患
。

袁
紹
雖
有
大
志
、
事
多
懷
疑
不
決
、
必
不
動
也
、
何
必
憂
乎
。」
彧
曰
「
紹
雖
不
才
、
田
豐
、
沮
受
、
審
配
、
郭
圖
、
許
攸
、
逢
紀
之
輩
、

皆
有
奇
謀
高
見
、
倘
紹
信
之
、
爲
禍
不
輕
矣
。」
操
猶
豫
未
決
、
忽
見
郭
嘉
自
外
而
入
。

【
毛
宗
崗
本
】

操
謂
程
昱
曰
「
今
董
承
等
雖
誅
、
尚
有
馬
騰
、
劉
備
亦
在
此
數
、
不
可
不
除
。」
昱
曰
「
馬
騰
屯
軍
西
涼
、
未
可
輕
取
。
但
當
以
書
慰

勞
、
勿
使
生
疑
、
誘
入
京
師
圖
之
可
也
。
劉
備
現
在
徐
州
、
分
布
掎
角
之
勢
、
亦
不
可
輕
敵
。
況
今
袁
紹
屯
兵
官
渡
、
常
有
圖
許
都
之
心
。

若
我
一
旦
東
征
、
劉
備
勢
必
求
救
於
紹
。
紹
乘
虛
來
襲
、
何
以
當
之
？
」
操
曰
「
非
也
、
備
乃
人
傑
也
。
今
若
不
擊
、
待
其
羽
翼
既
成
、

急
難
圖
矣
。
袁
紹
雖
強
、
事
多
懷
疑
不
決
、
何
足
憂
乎
？
」
正
議
間
、
郭
嘉
自
外
而
入
。

こ
こ
で
も
版
本
間
で
荀
彧
と
程
昱
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
話
は
毛
宗
崗
本
の
方
が
簡
潔
に
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、

内
容
に
は
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
な
い
。
前
の
場
面
か
ら
の
一
連
の
流
れ
に
合
わ
せ
、
登
場
人
物
の
辻
褄
を
合
わ
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
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る
。（

一
）
で
示
し
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
た
だ
人
物
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
漢
王
朝
に
対
す
る
立
場
に
関
し
て
も
改
変
が

加
え
ら
れ
て
お
り
、
毛
宗
崗
本
で
は
程
昱
の
反
蜀
漢
の
立
場
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
続
く
（
二
）
の
場
面
で
も
（
一
）
と
の
整
合
性
が
図

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
毛
宗
崗
本
が
意
図
的
に
行
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
で
は
他
に
程
昱
の
人
物
像
に
対
す
る
改

変
は
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

（
三
）
第
二
十
一
回

郭
嘉
と
程
昱
が
領
地
の
視
察
か
ら
帰
り
、
そ
れ
ま
で
曹
操
の
下
に
い
た
劉
備
が
袁
術
征
伐
に
出
た
こ
と
を
知
っ
て
、
曹
操
に
劉
備
の
後

を
追
う
よ
う
勧
め
る
場
面
で
あ
る
。

【
李
卓
吾
本
】

時
郭
嘉
考
較
錢
糧
方
回
、
知
曹
公
已
遣
玄
德
進
兵
徐
州
、
慌
入
諫
曰
「
丞
相
令
劉
備
督
軍
何
意
？
」
操
曰
「
欲
截
袁
術
耳
。」
程
昱
曰

「
昔
日
劉
備
爲
豫
州
牧
時
、
某
等
①
來
諫
、
丞
相
不
聽
。
今
日
又
與
之
兵
乃
放
龍
入
海
、
縱
虎
歸
山
。
後
欲
治
之
、
其
可
得
乎
？
」
郭
嘉
曰

「
②
備
有
雄
才
、
又
得
民
心
、
關
、
張
皆
有
萬
人
之
敵
也
。
以
嘉
觀
之
、
非
久
爲
人
之
下
者
、
其
謀
不
可
測
也
。
古
人
言
『
一
日
縱
敵
、
萬

世
之
患
。』
今
以
兵
與
之
、
如
虎
添
翼
也
。
丞
相
可
察
之
。」
操
曰
「
吾
觀
劉
備
閑
中
學
圃
、
醉
後
畏
雷
、
亦
非
成
事
業
之
人
、
何
憂
之

有
？
」
程
昱
曰
「
學
圃
者
、
故
瞞
丞
相
耳
。
畏
雷
聲
者
、
非
其
本
情
也
。
丞
相
明
照
天
下
、
何
被
劉
備
瞞
過
？
」
操
頓
足
曰
「
吾
被
此
人

欺
詐
、
何
人
與
吾
星
夜
擒
之
？
」
一
人
昂
然
而
出
曰
「
某
只
用
五
百
軍
、
縛
劉
備
、
關
、
張
、
獻
于
府
下
。」
此
人
是
誰
、
且
聽
下
回
分

解
。要

去
趕
玄
德
者
、
乃
虎
賁
校
尉
許
褚
也
。
操
大
喜
、
遂
命
許
褚
帶
領
五
百
軍
、
連
夜
来
趕
。

【
毛
宗
崗
本
】

時
郭
嘉
、
程
昱
考
較
錢
糧
方
回
、
知
曹
操
已
遣
玄
德
進
兵
徐
州
、
慌
入
諫
曰
「
丞
相
何
故
令
劉
備
督
軍
？
」
操
曰
「
欲
截
袁
術
耳
。」
程

昱
曰
「
昔
劉
備
爲
豫
州
牧
時
、
某
等
①
請
殺
之
、
丞
相
不
聽
。
今
日
又
與
之
兵
、
此
放
龍
入
海
、
縱
虎
歸
山
也
。
後
欲
治
之
、
其
可
得
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乎
？
」〔
程
昱
直
欲
殺
備
。〕
郭
嘉
曰
「
②
丞
相
縱
不
殺
備
、
亦
不
當
使
之
去
。
古
人
云
『
一
日
縱
敵
、
萬
世
之
患
。』
望
丞
相
察
之
。」〔
郭

嘉
只
欲
留
備
。〕
操
然
其
言
、
遂
令
許
褚
將
兵
五
百
前
往
、
務
要
追
玄
德
轉
來
。
許
褚
應
諾
而
去
。

ま
ず
程
昱
の
台
詞
の
う
ち
、
傍
線
部
①
の
と
こ
ろ
で
、
以
前
劉
備
が
豫
洲
の
牧
に
封
じ
ら
れ
た
際
の
程
昱
の
反
応
に
つ
い
て
、
李
卓
吾

本
で
は
た
だ
「
諫
め
に
来
た
」
と
述
べ
て
い
る
の
に
対
し
、
毛
宗
崗
本
で
は
「
劉
備
を
殺
す
よ
う
に
勧
め
た
」
と
述
べ
て
お
り
、
毛
宗
崗

本
で
は
よ
り
程
昱
の
劉
備
に
対
す
る
殺
意
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
続
い
て
、
二
重
傍
線
部
②
は
郭
嘉
の
台
詞
だ
が
、
李
卓
吾
本
で
郭
嘉
は
劉

備
の
才
能
や
関
羽
、
張
飛
の
武
勇
に
つ
い
て
そ
の
危
険
性
を
は
っ
き
り
と
述
べ
て
い
る
の
に
対
し
、
毛
宗
崗
本
で
は
「
た
と
え
殺
さ
ず
と

も
、
劉
備
を
行
か
せ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
」
と
劉
備
に
対
す
る
警
戒
心
が
薄
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
改
変
に
付
随
し
て
、
太
字
で

示
し
て
あ
る
よ
う
に
毛
宗
崗
本
は
「
程
昱
は
た
だ
劉
備
を
殺
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
」「
郭
嘉
は
た
だ
劉
備
を
留
ま
ら
せ
て
お
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
」
と
評
を
つ
け
る
こ
と
で
、
自
身
が
行
っ
た
改
変
に
対
し
て
、
そ
の
違
い
を
は
っ
き
り
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
場
面
に
お
い

て
、
毛
宗
崗
本
で
は
程
昱
の
反
劉
備
・
反
蜀
漢
の
立
場
が
、
郭
嘉
と
の
対
比
に
よ
っ
て
よ
り
明
確
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

（
四
）
第
二
十
五
回

関
羽
が
曹
操
方
に
投
降
し
た
の
ち
、
袁
紹
と
の
戦
い
に
お
い
て
袁
紹
方
の
顔
良
に
苦
戦
し
、
程
昱
が
関
羽
を
出
陣
さ
せ
る
よ
う
曹
操
に

勧
め
る
場
面
で
あ
る
。

【
李
卓
吾
本
】

操
見
連
折
二
將
、
心
中
憂
悶
。
程
昱
曰
「
吾
舉
一
人
可
敵
顏
良
。」
操
問
是
誰
、
昱
曰
「
非
關
公
不
可
。」
操
曰
「
吾
恐
他
立
了
功
便
去
。」

昱
曰
「
丞
相
又
愛
之
、
又
疑
之
、
何
不
取
來
、
兩
強
相
併
？
如
勝
則
重
用
、
敗
則
決
疑
。」
操
曰
「
善
。」
遂
差
人
去
請
關
公
。
公
聞
知
來

請
、
大
喜
、
遂
辭
二
嫂
。
二
嫂
曰
「
叔
今
此
去
、
可
打
聽
皇
叔
消
息
。」
公
曰
「
吾
專
爲
此
事
。」
急
急
要
去
。

【
毛
宗
崗
本
】

操
見
連
折
二
將
、
心
中
憂
悶
。
程
昱
曰
「
某
舉
一
人
、
可
敵
顏
良
。」
操
問
是
誰
。
昱
曰
「
非
關
公
不
可
。」
操
曰
「
吾
恐
他
立
功
便
去
。」

（
8
）

（
9
）

（
10
）
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昱
曰
「
劉
備
若
在
必
投
袁
紹
。
今
若
使
雲
長
破
袁
紹
之
兵
、
紹
必
疑
劉
備
而
殺
之
矣
。
備
既
死
、
雲
長
又
安
往
乎
？
」〔
是
直
欲
借
雲
長
之

手
以
殺
玄
德
也
、
昱
之
計
亦
譎
矣
哉
！
〕
操
大
喜
、
遂
差
人
去
請
關
公
。
關
公
即
入
辭
二
嫂
。
二
嫂
曰
「
叔
今
此
去
、
可
打
聽
皇
叔
消
息
。」

傍
線
部
で
示
し
た
程
昱
の
台
詞
、
李
卓
吾
本
で
は
「
丞
相
が
関
羽
を
か
く
も
愛
し
、
ま
た
疑
い
も
す
る
の
な
ら
、
ど
う
し
て
顔
良
と
戦

わ
せ
な
い
の
で
す
か
。
関
羽
が
勝
て
ば
重
用
す
れ
ば
よ
い
し
、
負
け
れ
ば
疑
惑
を
解
く
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
関
羽
と
曹
操
の
こ
と
に
つ

い
て
の
み
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
毛
宗
崗
本
で
は
「
関
羽
に
袁
紹
の
兵
を
打
ち
破
ら
せ
れ
ば
、
袁
紹
は
き
っ
と
劉
備
を
疑
っ
て

殺
す
で
し
ょ
う
。
劉
備
が
死
ん
で
し
ま
っ
て
は
、
関
羽
は
ど
こ
に
も
行
け
ま
す
ま
い
」
と
関
羽
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
劉
備
の
こ
と
に

つ
い
て
も
言
及
す
る
内
容
に
変
わ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
毛
宗
崗
本
は
こ
の
改
変
に
つ
い
て
、
太
字
で
示
し
た
よ
う
に
程
昱
の
発
言
を
「
こ

れ
は
た
だ
関
羽
の
手
を
借
り
て
劉
備
を
殺
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
程
昱
の
計
略
も
ま
た
ず
る
賢
い
も
の
だ
」
と
評
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
毛
宗
崗
本
で
は
程
昱
の
狡
猾
さ
を
強
調
す
る
よ
う
な
改
変
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
五
）
第
二
十
一
回

許
褚
が
曹
操
に
命
じ
ら
れ
、
許
都
を
去
っ
た
劉
備
を
追
い
か
け
て
い
っ
た
場
面
で
あ
る
。

【
李
卓
吾
本
】

卻
說
關
、
張
正
行
之
次
、
只
見
塵
頭
起
、
謂
玄
德
曰
「
此
必
是
曹
公
追
兵
至
也
。」
遂
下
定
營
寨
圍
繞
、
令
關
、
張
各
執
軍
器
、
立
于
兩

邊
。
許
褚
至
近
、
見
嚴
整
甲
兵
、
入
見
玄
德
。
玄
德
曰
「
校
尉
來
此
何
幹
？
」
褚
曰
「
丞
相
命
、
特
來
請
將
軍
回
、
別
有
商
議
。」
玄
德
曰

「『
將
在
外
、
君
命
有
所
不
受
』
吾
面
君
、
況
又
蒙
丞
相
之
一
語
乎
。
你
回
去
、
替
我
稟
覆
丞
相
有
程
昱
、
郭
嘉
累
問
我
取
金
帛
、
不
曾
相

贈
、
因
此
于
丞
相
前
以
讒
言
譖
我
、
故
令
汝
趕
來
擒
吾
。
吾
若
是
無
仁
無
義
之
輩
、
就
此
處
砍
爲
肉
泥
。
吾
感
丞
相
大
恩
、
未
嘗
忘
也
、

汝
當
速
回
、
善
言
答
之
。」
許
褚
觀
見
關
、
張
以
目
視
之
、
連
聲
應
諾
而
退
。
遂
行
。
許
褚
回
見
曹
操
、
將
玄
德
言
語
細
說
了
一
遍
。
操
喚

程
昱
、
郭
嘉
、
責
之
曰
「
汝
于
劉
備
處
覓
金
帛
不
從
、
因
此
含
冤
于
心
、
每
于
吾
前
讒
言
僭
之
、
此
何
理
也
？
」
程
昱
、
郭
嘉
以
頭
頓
于

地
曰
「
丞
相
又
被
他
瞞
過
了
也
。」
操
笑
曰
「
彼
既
去
矣
、
若
再
追
、
恐
成
怨
恨
吾
。
不
怪
汝
等
、
汝
等
勿
疑
。」
二
人
辭
去
。
此
事
曹
公
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半
疑
半
信
。

【
毛
宗
崗
本
】

卻
說
玄
德
正
行
之
間
、
只
見
後
面
塵
頭
驟
起
、
謂
關
、
張
曰
「
此
必
曹
兵
追
至
也
。」
遂
下
了
營
寨
、
令
關
、
張
各
執
軍
器
立
于
兩
邊
。

許
褚
至
、
見
嚴
兵
整
甲
、
乃
下
馬
入
營
見
玄
德
。
玄
德
曰
「
公
來
此
何
幹
？
」
褚
曰
「
奉
丞
相
命
、
特
請
將
軍
回
去
、
別
有
商
議
。」
玄
德

曰
「『
將
在
外
、
君
命
有
所
不
受
。』
吾
面
過
君
、
又
蒙
丞
相
鈞
語
、
今
別
無
他
議
、
公
可
速
回
、
爲
我
稟
覆
丞
相
。」
許
褚
尋
思
「
丞
相
與

他
一
向
交
好
、
今
番
又
不
曾
教
我
來
廝
殺
、
只
得
將
他
言
語
回
覆
、
另
候
裁
奪
便
了
。」
遂
辭
了
玄
德
、
領
兵
而
回
。
回
見
曹
操
、
備
述
玄

德
之
言
。
操
猶
豫
未
決
。
程
昱
、
郭
嘉
曰
「
備
不
肯
回
兵
、
可
知
其
心
變
矣
。」
操
曰
「
我
有
朱
靈
、
路
昭
二
人
在
彼
、
料
玄
德
未
敢
心

變
。
況
我
既
遣
之
、
何
可
復
悔
？
」
遂
不
復
追
玄
德
。

こ
の
場
面
で
は
、
傍
線
部
で
示
し
た
よ
う
に
、
李
卓
吾
本
で
は
劉
備
が
追
い
か
け
て
き
た
許
褚
を
誤
魔
化
す
た
め
に
、「
程
昱
と
郭
嘉
が

何
度
も
賄
賂
を
要
求
し
た
の
に
応
え
な
か
っ
た
た
め
、
曹
操
に
讒
言
し
た
」
と
い
う
よ
う
な
嘘
を
つ
い
て
お
り
、
曹
操
も
許
褚
か
ら
こ
の

こ
と
を
聞
い
て
程
昱
と
郭
嘉
に
疑
い
を
持
ち
、
二
人
を
問
い
た
だ
し
て
い
る
が
、
毛
宗
崗
本
で
は
そ
の
よ
う
な
発
言
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
の
改
変
は
（
四
）
ま
で
に
見
て
き
た
程
昱
の
人
物
像
に
お
け
る
負
の
ベ
ク
ト
ル
の
改
変
と
異
な
り
、
正
の
ベ
ク
ト
ル
の
改
変
の
よ
う

な
印
象
を
受
け
る
が
、
劉
備
が
嘘
を
つ
い
た
と
い
う
行
為
が
削
除
さ
れ
る
こ
と
で
、
劉
備
の
「
仁
」
の
側
面
が
担
保
さ
れ
て
お
り
、
毛
宗

崗
本
は
劉
備
の
描
写
の
方
に
意
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
脇
役
よ
り
も
物
語
の
中
心
人
物
に
対
す
る
表
現
を
優
先
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
当
然

考
え
ら
れ
る
。
似
た
よ
う
な
事
例
は
も
う
一
つ
あ
る
。

（
六
）
第
二
十
七
回

関
羽
が
劉
備
の
居
場
所
を
知
り
、
曹
操
に
断
り
な
く
許
都
を
去
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
曹
操
及
び
臣
下
た
ち
が
知
っ
た
場
面
で
あ
る
。

【
李
卓
吾
本
】

曹
操
部
下
、
諸
將
中
只
有
蔡
陽
不
服
關
公
、
常
有
讒
譖
之
意
、
故
要
去
趕
。
操
曰
「
事
主
不
忘
其
本
、
乃
天
下
之
義
士
也
。
來
去
明
白
、

（
11
）
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乃
天
下
之
丈
夫
也
。
汝
等
皆
可
效
之
。」
後
史
官
覽
關
公
傳
而
言
曰
「
兩
盡
其
忠
、
世
稱
義
勇
。」
遂
賦
詩
曰
（
中
略
）

程
昱
曰
「
關
某
不
辭
丞
相
、
不
奉
鈞
旨
、
何
如
？
」
操
曰
「
使
歸
故
主
、
以
全
其
義
。」
程
昱
日
「
丞
相
能
捨
之
、
諸
將
皆
不
平
也
。」

操
曰
「
何
爲
不
平
？
」
昱
曰
「
關
某
有
三
罪
、
以
致
衆
怒
。
且
關
某
昔
日
在
下
邳
、
事
急
來
降
、
丞
相
拜
爲
偏
將
軍
、
三
日
一
小
宴
、
五

日
一
大
宴
、
上
馬
金
、
下
馬
銀
。
雖
建
微
功
、
即
拜
壽
亭
侯
之
職
、
恩
榮
極
矣
。
一
旦
棄
丞
相
而
去
、
不
能
盡
忠
。
其
罪
一
也
。
不
得
丞

相
之
命
、
飄
然
便
行
、
欲
殺
門
吏
、
不
遵
國
法
。
其
罪
二
也
。
知
故
主
之
微
恩
、
忘
丞
相
之
大
德
、
亂
言
片
楮
、
冒
瀆
鈞
威
。
其
罪
三
也
。

今
關
某
若
歸
袁
紹
、
是
縱
虎
傷
人
也
。
不
若
遣
蔡
陽
趕
上
誅
之
、
絕
此
後
患
。」
操
曰
「
不
然
。
吾
昔
日
曾
許
之
、
今
日
故
捨
之
。
若
追
而

殺
之
、
天
下
人
皆
言
我
失
信
。
彼
各
爲
其
主
、
勿
追
也
。」
遂
喝
退
。
後
史
官
裴
松
之
評
曰
（
中
略
）

程
昱
曰
「
雲
長
不
辭
而
去
、
終
是
缺
禮
。」
操
曰
「
彼
曾
到
相
府
二
次
、
被
吾
避
之
。
吾
所
賜
金
帛
皆
留
還
我
、
此
雲
長
乃
千
金
不
可
易

其
志
、
真
仗
義
疏
財
大
丈
夫
也
。
此
等
之
人
、
吾
深
敬
之
。」
程
昱
曰
「
久
後
爲
禍
、
丞
相
休
怨
。」
操
曰
「
雲
長
非
負
義
之
人
也
。
彼
各

爲
主
、
豈
容
人
情
耶
？
想
雲
長
此
去
不
遠
、
吾
一
發
結
識
他
、
做
箇
大
人
情
。
先
遣
張
遼
去
請
住
他
、
我
與
他
送
行
、
將
一
盤
金
銀
爲
路

費
、
一
領
紅
錦
袍
作
秋
衣
、
教
他
時
時
想
我
。」
程
昱
曰
「
雲
長
必
不
回
來
。」
曹
操
曰
「
吾
引
數
十
騎
去
、
使
張
遼
單
騎
先
去
請
。」

【
毛
宗
崗
本
】

卻
說
曹
操
部
下
諸
將
中
、
自
張
遼
而
外
、
只
有
徐
晃
與
雲
長
交
厚
、
其
餘
亦
皆
敬
服
。
獨
蔡
陽
不
服
關
公
、
故
今
日
聞
其
去
、
欲
往
追

之
。
操
曰
「
不
忘
故
主
、
來
去
明
白
、
眞
丈
夫
也
。
汝
等
皆
當
效
之
。」
遂
叱
退
蔡
陽
、
不
令
去
趕
。
程
昱
曰
「
丞
相
待
關
某
甚
厚
。
今
彼

不
辭
而
去
、
亂
言
片
楮
、
冒
瀆
鈞
威
、
其
罪
大
矣
。
若
縱
之
使
歸
袁
紹
、
是
與
虎
添
翼
也
。
不
若
追
而
殺
之
、
以
絕
後
患
。」
操
曰
「
吾
昔

已
許
之
、
豈
可
失
信
？
彼
各
爲
其
主
、
勿
追
也
。」
因
謂
張
遼
曰
「
雲
長
封
金
挂
印
、
財
賄
不
足
以
動
其
心
、
爵
祿
不
以
移
其
志
、
此
等
人

吾
深
敬
之
。
想
他
去
此
不
遠
、
我
一
發
結
識
他
做
個
人
情
。
汝
可
先
去
請
住
他
、
待
我
與
他
送
行
、
更
以
路
費
征
袍
贈
之
、
使
爲
後
日
記

念
。」
張
遼
領
命
、
單
騎
先
往
。
曹
操
引
數
十
騎
隨
後
而
來
。

こ
の
場
面
で
は
傍
線
部
で
示
し
た
よ
う
に
、
曹
操
の
元
を
去
っ
て
い
っ
た
関
羽
に
つ
い
て
李
卓
吾
本
で
は
関
羽
の
「
罪
」
に
つ
い
て
、

程
昱
が
「
三
つ
の
罪
」
と
し
て
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
。
一
方
、
毛
宗
崗
本
で
は
簡
潔
な
台
詞
に
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
毛
宗
崗
本
が

簡
潔
な
表
現
を
心
掛
け
て
い
る
と
い
う
傾
向
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
他
の
所
で
は
強
調
さ
れ
て
い
た
程
昱
の
反
蜀
漢
の
立
場
が
和
ら
ぐ
よ
う
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な
改
変
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
毛
宗
崗
本
が
関
羽
を
「
義
」
絶
と
し
て
一
貫
し
て
描
こ
う
と
す
る
意
図
も
働
い
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
こ
こ
で
も
や
は
り
程
昱
よ
り
も
、
関
羽
の
人
物
像
が
優
先
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
、
程
昱
に
対
し
て
毛
宗
崗
本
で
行
な
わ
れ
て
い
る
改
変
を
見
て
き
た
が
、（
一
）
か
ら
（
四
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
毛
宗
崗

本
で
は
程
昱
が
反
蜀
漢
で
あ
り
、
ま
た
狡
猾
な
人
物
と
し
て
李
卓
吾
本
よ
り
も
は
っ
き
り
と
描
か
れ
て
お
り
、
負
の
ベ
ク
ト
ル
で
人
物
像

に
改
変
が
行
わ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
た
だ
し
、（
五
）（
六
）
に
挙
げ
た
改
変
か
ら
、
毛
宗
崗
本
は
そ
の
傾
向
よ
り
も
、
劉
備
の
「
仁
」

や
関
羽
の
「
義
」
を
強
調
し
、
彼
ら
の
人
物
像
に
一
貫
性
を
持
た
せ
る
こ
と
を
優
先
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
で
は
、
程
昱
以
外
の
人

物
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

三
　
荀
彧
に
関
す
る
描
写

前
章
で
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
毛
宗
崗
本
の
第
二
十
四
回
で
荀
彧
は
程
昱
に
書
き
換
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
改
変
を
通
し
て
毛
宗
崗

本
は
程
昱
の
人
物
像
を
表
現
し
て
い
た
。
本
章
で
は
、
そ
の
場
面
で
は
描
か
れ
な
か
っ
た
荀
彧
の
人
物
像
に
関
し
て
、
他
の
場
面
か
ら
毛

宗
崗
本
の
特
徴
を
探
る
。

（
一
）
第
十
八
回

張
繍
征
伐
に
失
敗
し
て
許
都
に
戻
っ
た
後
、
袁
紹
か
ら
の
書
簡
を
見
て
「
無
礼
な
手
紙
を
送
っ
て
来
た
袁
紹
を
討
伐
し
た
い
が
、
力
が

及
ば
な
い
」
と
嘆
く
曹
操
に
、
郭
嘉
が
「
道
・
義
・
治
・
度
量
・
謀
・
徳
・
仁
・
明
・
文
・
武
の
要
素
で
袁
紹
よ
り
勝
っ
て
い
る
」
と
述

べ
る
場
面
で
あ
る
。

【
李
卓
吾
本
】

操
還
許
都
、
荀
彧
出
迎
。
操
入
見
天
子
、
說
稱
孫
策
有
功
、
封
爲
討
逆
將
軍
、
贈
爵
吳
侯
、
遣
使
齎
詔
江
東
去
、
令
策
破
劉
表
。
操
回

府
、
衆
官
皆
聚
。
荀
彧
問
曰
「
丞
相
到
安
衆
、
何
以
知
其
必
勝
也
？
」
操
曰
「
彼
退
無
歸
路
、
必
用
死
戰
。
吾
寬
暗
以
圖
之
、
此
孫
子
之
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玄
妙
也
、
吾
以
是
知
其
勝
也
。」
①
荀
彧
拜
服
而
去
。

郭
嘉
入
、
操
曰
「
公
來
何
暮
也
？
」（
中
略
）
嘉
曰
「
劉
、
項
之
不
敵
、
公
所
知
。
漢
祖
惟
智
勝
、
項
羽
雖
強
、
終
被
漢
祖
擒
之
、
惟
智

勝
也
。
如
嘉
竊
料
之
、
紹
有
十
敗
、
公
有
十
勝
、
紹
兵
雖
強
、
無
能
爲
也
。（
中
略
）
公
有
十
勝
之
德
、
紹
安
可
望
也
？
」
操
曰
「
如
公
所

言
、
孤
何
德
以
勘
之
也
。
若
此
、
紹
可
圖
也
。」
嘉
曰
「
徐
州
呂
布
、
實
心
腹
之
大
患
也
。
今
紹
北
征
公
孫
瓚
、
乘
此
人
遠
去
、
不
若
先
取

呂
布
、
掃
除
東
南
、
然
後
圖
紹
、
未
爲
晚
矣
。
若
便
圖
紹
、
呂
布
必
來
救
援
、
許
都
爲
禍
不
淺
矣
。」
操
然
之
。

②
當
夜
、
便
召
荀
彧
入
後
堂
、
曰
「
汝
知
袁
紹
動
靜
乎
？
」
彧
曰
「
今
日
有
使
至
、
不
知
何
事
。」
操
以
書
令
荀
彧
看
之
。
看
畢
、
曰

「
紹
辭
語
大
不
遜
也
。」
操
曰
「
吾
欲
興
兵
討
之
、
恨
力
不
及
耳
、
何
如
？
」
彧
曰
「
古
之
成
敗
者
、
誠
有
其
才
、
雖
弱
必
強
。
苟
非
其
人
、

雖
強
必
弱
、
劉
、
項
之
存
亡
、
足
以
觀
矣
。
今
與
公
爭
天
下
者
、
惟
袁
紹
耳
。
紹
外
貌
寬
而
內
忌
、
任
人
而
疑
其
心
。
公
明
達
不
拘
、
惟

才
所
宜
、
此
度
勝
也
。
紹
遅
重
少
決
、
失
在
後
機
。
公
能
斷
大
事
、
應
變
無
窮
、
此
謀
勝
也
。
紹
御
軍
寬
緩
、
法
令
不
立
、
士
卒
雖
衆
、

其
實
難
用
。
公
法
令
既
明
、
賞
罰
必
行
、
士
卒
雖
寡
、
皆
爭
致
死
、
此
武
勝
也
。
紹
憑
世
資
、
從
容
飾
智
、
以
收
名
譽
、
故
士
之
寡
能
好

問
者
多
歸
之
。
公
以
至
仁
待
人
、
推
誠
心
、
不
虛
美
、
行
己
謹
儉
、
而
與
有
功
者
無
所
悋
惜
、
故
天
下
忠
正
效
實
之
士
咸
願
爲
用
、
此
德

勝
也
。
夫
以
四
勝
輔
天
子
、
仗
義
征
伐
、
誰
敢
不
從
？
袁
紹
之
輩
、
何
能
爲
用
哉
！
」
操
曰
「
卿
頌
吾
德
、
何
以
當
之
？
然
此
、
可
以
興

兵
征
伐
。」
彧
曰
「
未
可
。
今
呂
布
見
在
徐
州
、
常
懷
不
仁
。
欲
伐
袁
紹
、
布
必
乘
虛
。
不
如
以
書
安
袁
紹
之
心
、
加
紹
顯
官
、
許
糧
千

斛
、
乘
彼
有
事
于
公
孫
瓚
之
時
、
先
滅
呂
布
、
中
原
十
有
六
也
。
然
後
紹
一
舉
而
可
擒
也
。」
操
撫
掌
大
笑
曰
「
奉
先
之
機
、
文
若
之
智
、

雖
陳
平
、
張
良
、
何
可
比
也
！
」
遂
議
東
征
呂
布
。

【
毛
宗
崗
本
】

操
還
許
都
、
表
奏
孫
策
有
功
、
封
爲
討
逆
將
軍
、
賜
爵
吳
侯
。
遣
使
賚
詔
江
東
、
諭
令
防
勦
劉
表
。
操
回
府
、
衆
官
參
見
畢
、
荀
彧
問

曰
「
丞
相
緩
行
至
安
衆
、
何
以
知
必
勝
賊
兵
？
」
操
曰
「
彼
退
無
歸
路
、
必
將
死
戰
、
吾
緩
誘
之
而
暗
圖
之
、
是
以
知
其
必
勝
也
。」
①
荀

彧
拜
服
。

郭
嘉
入
。
操
曰
「
公
來
何
暮
也
？
」（
中
略
）
嘉
曰
「
劉
、
項
之
不
敵
、
公
所
知
也
。
高
祖
惟
智
勝
、
項
羽
雖
強
、
終
爲
所
擒
。
今
紹
有

十
敗
、
公
有
十
勝
。
紹
兵
雖
盛
、
不
足
懼
也
。（
中
略
）
公
有
此
十
勝
、
於
以
敗
紹
無
難
矣
。」
操
笑
曰
「
如
公
所
言
、
孤
何
足
以
當
之
。」

②
荀
彧
曰
「
郭
奉
孝
十
勝
十
敗
之
說
、
正
與
愚
見
相
合
。
紹
兵
雖
衆
、
何
足
懼
耶
！
」
嘉
曰
「
徐
州
呂
布
、
實
心
腹
大
患
。
今
紹
北
征
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公
孫
瓚
、
我
當
乘
其
遠
出
、
先
取
呂
布
、
掃
除
東
南
、
然
後
圖
紹
、
乃
爲
上
計
。
否
則
我
方
攻
紹
、
布
必
乘
虛
來
犯
許
都
、
爲
害
不
淺
也
。」

操
然
其
言
、
遂
議
東
征
呂
布
。

荀
彧
の
描
写
に
つ
い
て
、
版
本
間
で
大
き
な
異
同
が
見
ら
れ
た
の
は
こ
の
一
か
所
の
み
で
あ
る
。
違
い
と
し
て
は
、
ま
ず
傍
線
部
①
の

と
こ
ろ
で
、
李
卓
吾
本
で
は
荀
彧
は
郭
嘉
が
や
っ
て
く
る
前
に
曹
操
の
も
と
を
去
っ
て
い
る
が
、
毛
宗
崗
本
で
は
「
而
去
」
の
文
字
を
削

除
し
、
荀
彧
が
そ
の
場
に
留
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
二
重
傍
線
部
②
、
李
卓
吾
本
で
は
一
度
荀
彧
が
去
っ
た
後
、

夜
に
再
び
曹
操
の
所
に
来
て
郭
嘉
と
同
じ
よ
う
に
袁
紹
と
比
較
し
な
が
ら
曹
操
を
褒
め
た
た
え
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
毛
宗
崗
本
で

は
郭
嘉
の
発
言
に
そ
の
場
で
賛
同
の
意
を
表
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
荀
彧
自
身
の
論
と
し
て
は
展
開
さ
せ
て
い
な
い
。
郭
嘉
の
台
詞
の

分
量
に
つ
い
て
は
、
毛
宗
崗
本
は
李
卓
吾
本
か
ら
分
量
を
減
ら
し
て
は
い
る
も
の
の
、
内
容
は
ほ
ぼ
変
わ
り
な
い
の
で
、
こ
れ
は
単
純
に

文
章
を
簡
潔
に
す
る
意
図
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
荀
彧
の
方
の
台
詞
が
削
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
内
容
の
重
複
を
避
け
た
の
だ

ろ
う
が
、
毛
宗
崗
本
は
荀
彧
が
曹
操
を
直
接
褒
め
た
た
え
る
台
詞
を
削
除
す
る
こ
と
で
、
李
卓
吾
本
よ
り
も
荀
彧
と
曹
操
の
距
離
感
が
遠

い
印
象
を
与
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
箇
所
だ
け
で
は
、
毛
宗
崗
本
が
荀
彧
を
ど
う
描
こ
う
と
し
て
い
る
か
を
判
断
し
き
れ
な
い
が
、

荀
彧
に
関
す
る
評
に
毛
宗
崗
本
の
立
場
が
表
れ
て
い
る
。

（
二
）
毛
宗
崗
本
に
よ
る
評

①
【
毛
宗
崗
本
】
第
十
二
回　

総
評

荀
文
若
曰
「
河
濟
之
地
、
昔
之
關
中
、
河
內
也
。」
是
隱
然
以
高
祖
、
光
武
之
所
爲
教
曹
操
矣
。
待
其
後
自
加
九
鍚
而
惡
其
不
臣
、
豈
始

既
教
之
、
而
後
復
惡
之
耶
？
坡
公
稱
文
若
爲
聖
人
、
吾
未
敢
信
。

②
【
毛
宗
崗
本
】
第
六
十
一
回　

総
評

荀
彧
之
死
、
或
以
殺
身
成
仁
美
之
者
、
非
也
。
初
之
勸
操
取
兗
州
、
則
比
之
於
高
、
光
。
繼
之
勸
操
戰
官
渡
、
則
比
之
於
楚
、
漢
。
凡

其
設
策
定
計
、
無
非
助
操
僭
逆
之
謀
。
杜
牧
譏
其
教
盜
穴
牆
發
櫃
者
、
誠
爲
至
論
矣
。
既
以
盜
賊
之
事
教
之
、
後
乃
忽
以
君
子
之
論
諫
之
、

（
12
）
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何
其
前
後
之
相
謬
耶
？
蓋
彧
之
失
在
從
操
之
初
、
而
欲
蓋
之
以
晚
節
、
毋
乃
爲
識
者
所
笑
？

③
【
毛
宗
崗
本
】
第
六
十
一
回

侍
中
荀
彧
曰
「
不
可
。
丞
相
本
興
義
兵
、
匡
扶
漢
室
、
當
秉
忠
貞
之
志
、
守
謙
退
之
節
。
君
子
愛
人
以
德
、
不
宜
如
此
。」〔
荀
彧
向
爲

曹
操
心
腹
、
今
日
忽
然
作
此
等
語
、
是
教
曹
操
以
淡
也
。
董
昭
淡
而
不
淡
、
荀
彧
不
淡
而
假
淡
、
可
發
一
笑
。〕
曹
操
聞
言
、
勃
然
變
色
。

董
昭
曰
「
豈
可
以
一
人
而
阻
衆
望
？
」
遂
上
表
請
尊
操
爲
魏
公
、
加
九
錫
。〔
操
願
書
墓
道
曰
「
曹
侯
之
墓
」、
今
則
與
此
言
大
不
相
同
。〕

荀
彧
嘆
曰
「
吾
不
想
今
日
見
此
事
！
」
操
聞
、
深
恨
之
、
以
爲
不
助
己
也
。
建
安
十
七
年
冬
十
月
、
曹
操
興
兵
下
江
南
、
就
命
荀
彧
同
行
。

彧
已
知
操
有
殺
己
之
心
、
託
病
止
於
壽
春
。
忽
曹
操
使
人
送
飲
食
一
盒
至
、〔
曹
操
有
九
錫
、
荀
彧
只
有
一
錫
。〕
盒
上
有
操
親
筆
封
記
。

開
盒
視
之
、
並
無
一
物
。
彧
會
其
意
、
遂
服
毒
而
亡
。〔
漢
文
帝
賜
食
於
周
亞
夫
而
不
設
箸
、
是
猶
有
食
也
。
今
操
以
空
盒
賜
荀
彧
、
是
幷

食
亦
無
有
矣
。
明
是
使
彧
絕
食
之
意
、
彧
安
得
不
死
乎
？
〕
年
五
十
歲
。

④
【
毛
宗
崗
本
】
第
六
十
六
回

曹
操
覽
之
、
遂
罷
南
征
、
興
設
學
校
、
延
禮
文
士
。
於
是
侍
中
王
粲
、
杜
襲
、
衛
凱
、
和
洽
四
人
、
議
欲
尊
曹
操
爲
魏
王
。
中
書
令
荀

攸
曰
「
不
可
。
丞
相
官
至
魏
公
、
榮
加
九
錫
、
位
已
極
矣
。
今
又
進
陞
王
位
、
於
理
不
可
。」〔
荀
彧
諫
九
錫
已
晚
矣
、
荀
攸
不
諫
九
錫
而

諫
稱
王
、
抑
又
晚
矣
。〕
曹
操
聞
之
、
怒
曰
「
此
人
欲
效
荀
彧
耶
？
」〔
又
將
前
事
一
提
。〕
荀
攸
知
之
、
憂
憤
成
疾
、
臥
病
十
數
日
而
卒
、

亡
年
五
十
八
歲
。
操
厚
葬
之
、
遂
罷
魏
王
事
。〔
姑
徐
徐
云
爾
、
未
必
因
荀
攸
之
諫
而
遂
止
也
。〕

⑤
【
毛
宗
崗
本
】
総
評　

第
十
回

曹
操
以
荀
彧
爲
「
吾
之
子
房
」、
是
隱
然
以
高
祖
自
待
矣
。
何
至
加
九
錫
而
始
知
其
有
不
臣
之
心
乎
？
文
若
不
於
此
時
疑
之
、
直
至
後
日

而
始
疑
之
、
惜
哉
、
見
之
不
早
也
！

⑥
【
毛
宗
崗
本
】
総
評　

第
六
十
六
回
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荀
彧
以
操
之
加
九
錫
而
死
、
荀
攸
以
操
之
稱
魏
王
而
死
、
君
子
惜
其
不
死
於
殺
董
妃
之
時
、
以
爲
死
之
已
晚
也
。
然
尤
幸
其
能
死
於
弒

伏
后
之
前
、
以
爲
死
之
未
晚
也
。
夫
殺
董
妃
則
加
九
錫
、
稱
魏
王
之
漸
也
、
稱
魏
王
則
弒
伏
后
之
本
也
、
弒
伏
后
則
篡
國
之
機
也
。
乃
加

九
錫
則
董
昭
勸
之
、
稱
魏
王
則
王
粲
贊
之
、
弒
伏
后
則
華
歆
助
之
、
是
彧
與
攸
之
爲
人
、
其
猶
有
賢
於
董
昭
、
王
粲
、
華
歆
者
耶
！

右
に
傍
線
を
引
い
て
挙
げ
た
の
は
全
て
毛
宗
崗
本
に
よ
る
荀
彧
の
人
物
像
に
対
す
る
評
で
あ
る
。
ま
ず
①
か
ら
④
の
評
で
は
、
荀
彧
が

漢
王
朝
を
守
る
意
思
は
持
っ
て
い
た
も
の
の
、
長
ら
く
曹
操
の
た
め
に
献
策
し
続
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
曹
操
が
九
錫
を
受
け
る
こ

と
を
諌
め
た
の
は
時
期
が
遅
す
ぎ
る
と
批
判
的
な
評
を
つ
け
て
い
る
。
し
か
し
、
⑤
の
荀
彧
の
初
登
場
の
回
に
お
け
る
総
評
で
は
、
荀
彧

が
曹
操
を
疑
う
の
が
遅
か
っ
た
こ
と
を
惜
し
み
、
⑥
で
は
曹
操
の
簒
奪
を
支
持
し
た
董
昭
や
王
粲
、
華
歆
ら
と
比
べ
て
荀
彧
及
び
甥
の
荀

攸
を
評
価
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
、
毛
宗
崗
本
の
中
で
荀
彧
に
対
す
る
評
価
に
は
揺
れ
が
見
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
曹
操
の
簒
奪
に

反
対
し
諫
め
た
点
に
つ
い
て
は
、
評
価
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
確
な
傾
向
を
も
っ
て
本
文
に
改
変
が
加
え
ら
れ
て

い
た
程
昱
と
は
対
照
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
程
昱
に
つ
い
て
は
こ
の
よ
う
な
人
物
像
に
関
し
て
は
っ
き
り
と
述
べ
た
評
は
見

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

さ
て
、
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
点
か
ら
程
昱
と
荀
彧
を
比
較
す
る
と
、
ま
ず
毛
宗
崗
本
は
「
奸
」
絶
た
る
曹
操
の
臣
下
と
し
て
、
二
人

と
も
高
い
評
価
を
与
え
て
は
い
な
い
の
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
漢
王
朝
と
の
距
離
感
と
い
う
視
点
か
ら
、
曹
操
の
簒
奪
を
支
持
す
る

程
昱
は
、
よ
り
曹
操
と
い
う
奸
雄
に
近
い
狡
猾
な
人
物
と
し
て
、
ま
た
荀
彧
は
曹
操
の
協
力
者
と
な
っ
て
は
い
た
も
の
の
、
曹
操
と
の
距

離
感
を
程
昱
よ
り
遠
く
置
く
な
ど
、
漢
王
朝
へ
の
忠
義
を
抱
い
て
い
た
人
物
と
し
て
、
同
じ
曹
操
の
臣
下
の
中
で
も
そ
の
差
を
意
識
し
て

描
き
分
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四
　
賈
詡
に
関
す
る
人
物
描
写

版
本
間
で
人
物
像
に
異
同
が
見
ら
れ
た
曹
操
臣
下
の
人
物
に
は
、
他
に
賈
詡
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
章
で
は
、
荀
彧
に
対
す
る
評
価
の
鍵

と
な
っ
た
漢
王
朝
と
の
距
離
感
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
の
異
同
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。
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（
一
）
第
七
十
九
回

曹
丕
が
魏
王
の
位
に
つ
い
た
後
、
瑞
祥
が
現
れ
た
と
し
て
家
臣
た
ち
が
献
帝
に
対
し
て
帝
位
を
曹
丕
に
譲
る
よ
う
に
勧
め
に
行
く
場
面

で
あ
る
。

【
李
卓
吾
本
】

八
月
間
、
報
稱
石
邑
縣
鳳
凰
來
儀
、
臨
淄
城
麒
麟
出
現
、
黃
龍
現
於
鄴
郡
。
丕
手
下
百
官
商
議
曰
「
今
上
天
垂
象
、
乃
魏
當
代
漢
也
。

可
安
排
受
禪
之
禮
、
令
漢
帝
將
天
下
讓
與
魏
王
。
①
時
有
侍
中
劉
廙
、
字
恭
嗣
、
乃
南
陽
安
衆
人
也
。
侍
中
辛
毗
、
字
佐
治
、
乃
潁
川
陽

翟
人
也
。
侍
中
劉
曄
、
字
子
暘
、
乃
淮
南
城
德
人
也
。
尚
書
令
桓
階
、
字
伯
緒
、
乃
長
沙
臨
湘
人
也
。
尚
書
令
陳
矯
、
字
季
弼
、
乃
廣
陵

東
陽
人
也
。
尚
書
令
陳
群
、
字
長
文
、
乃
潁
川
許
昌
人
也
、
這
一
班
文
武
官
僚
、
四
十
餘
人
、
皆
來
見
太
尉
賈
詡
、
相
國
華
歆
、
御
史
大

夫
王
朗
、
共
言
此
事
。
②
賈
詡
笑
曰
「
公
等
所
見
、
正
合
吾
機
。」
當
日
、
華
歆
同
賈
詡
王
朗
中
郎
將
李
伏
、
太
史
丞
許
芝
、
引
文
武
多
官

直
入
內
殿
、
來
奏
漢
獻
帝
、
禪
位
於
魏
王
曹
丕
。
未
知
如
何
？
且
聽
下
回
分
解
。

【
毛
宗
崗
本
】

是
歲
八
月
間
、
報
稱
石
邑
縣
鳳
凰
來
儀
、
臨
淄
城
麒
麟
出
現
、
黃
龍
現
於
鄴
郡
。
於
是
中
郎
將
李
伏
、
太
史
丞
許
芝
商
議
種
種
瑞
徵
、

乃
魏
當
代
漢
之
兆
、
可
安
排
受
禪
之
禮
、
令
漢
帝
將
天
下
讓
與
魏
王
。
①
遂
同
華
歆
、
王
朗
、
辛
毗
、
賈
詡
、
劉
廙
、
劉
曄
、
陳
矯
、
陳

群
、
桓
階
等
、
一
班
文
武
官
僚
、
四
十
餘
人
、
直
入
內
殿
、
來
奏
漢
獻
帝
、
請
禪
位
於
魏
王
曹
丕
。

正
是
魏
家
社
稷
今
將
建
、
漢
代
江
山
忽
已
移
。
未
知
獻
帝
如
何
回
答
、
且
看
下
文
分
解
。

傍
線
部
①
に
お
い
て
、
李
卓
吾
本
で
は
劉
廙
や
辛
毗
ら
が
瑞
祥
を
見
て
賈
詡
、
華
歆
、
王
朗
に
会
い
に
来
る
が
、
毛
宗
崗
本
で
は
最
初

か
ら
彼
ら
を
含
め
た
文
武
の
官
僚
が
そ
の
ま
ま
献
帝
の
下
に
行
っ
て
い
る
。
ま
た
二
重
傍
線
部
②
に
あ
る
よ
う
に
、
李
卓
吾
本
で
は
相
談

に
来
た
劉
廙
ら
に
対
し
て
賈
詡
が
「
君
た
ち
の
意
見
は
ま
さ
に
私
の
考
え
と
一
致
す
る
」
と
笑
い
な
が
ら
賛
同
す
る
場
面
が
あ
る
が
、
毛

宗
崗
本
で
は
削
除
さ
れ
て
お
り
、
李
卓
吾
本
に
比
べ
て
賈
詡
の
主
体
性
が
薄
ま
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
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（
二
）
第
八
十
回

文
武
の
官
僚
ら
が
献
帝
に
帝
位
を
譲
る
よ
う
勧
め
た
翌
日
、
再
び
献
帝
に
迫
る
場
面
で
あ
る
。

【
李
卓
吾
本
】

帝
顫
慄
不
已
。
只
見
階
下
披
甲
持
戈
數
百
餘
人
、
皆
是
魏
兵
、
帝
乃
流
涕
出
血
、
嘆
曰
「
祖
宗
天
下
、
何
期
今
日
廢
之
！
朕
死
於
九
泉

之
下
、
有
何
面
目
見
先
帝
乎
。」
泣
告
群
臣
曰
「
朕
願
將
天
下
禪
於
魏
王
、
幸
留
殘
喘
、
以
終
天
年
。」
賈
詡
曰
「
臣
等
安
敢
負
陛
下
也
？

陛
下
可
急
降
詔
以
安
衆
心
。」
帝
哭
聲
不
絕
、
乃
令
桓
階
、
陳
群
草
禪
國
之
詔
、
令
華
歆
齎
捧
詔
璽
、
引
百
官
直
至
魏
王
宮
獻
納
。
於
是
曹

丕
忻
然
而
喜
。

【
毛
宗
崗
本
】

帝
顫
慄
不
已
。
只
見
階
下
披
甲
持
戈
數
百
餘
人
、
皆
是
魏
兵
。
帝
泣
謂
群
臣
曰
「
朕
願
將
天
下
禪
於
魏
王
、
幸
留
殘
喘
、
以
終
天
年
。」

賈
詡
曰
「
魏
王
必
不
負
陛
下
。
陛
下
可
急
降
詔
、
以
安
衆
心
。」
帝
只
得
令
陳
群
草
禪
國
之
詔
、
令
華
歆
齎
捧
詔
璽
、
引
百
官
直
至
魏
王
宮

獻
納
。
曹
丕
大
喜
。

こ
の
場
面
で
は
、
賈
詡
の
台
詞
が
李
卓
吾
本
の
「
わ
た
く
し
ど
も
が
ど
う
し
て
陛
下
を
裏
切
り
ま
し
ょ
う
か
」
と
い
う
も
の
か
ら
、
毛

宗
崗
本
で
は
「
魏
王
は
決
し
て
陛
下
を
裏
切
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
よ
う
に
主
語
が
変
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
賈
詡
の
主
体
性
が
薄
ま

る
よ
う
な
改
変
と
な
っ
て
い
る
。

（
三
）
第
八
十
回

曹
丕
が
禅
譲
を
受
け
て
帝
位
に
つ
い
た
場
面
で
あ
る
。

【
李
卓
吾
本
】

讀
冊
已
畢
、
魏
王
曹
丕
即
受
八
般
大
禮
、
登
了
帝
位
。
賈
詡
引
大
小
官
僚
朝
於
臺
下
。
改
延
康
元
年
爲
黃
初
元
年
、
國
號
大
魏
。
丕
傳
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聖
旨
、
普
赦
天
下
罪
犯
。
謚
父
曹
操
爲
太
祖
武
德
皇
帝
。
華
歆
奏
曰
「
天
無
二
日
、
民
無
二
主
。
既
已
交
割
天
下
、
可
令
劉
氏
安
置
何

地
？
」
言
訖
、
扶
獻
帝
跪
於
臺
下
聽
旨
。
賈
詡
奏
曰
「
可
以
封
爲
公
卿
、
即
日
便
行
。」
丕
遂
封
帝
爲
山
陽
公
。

【
毛
宗
崗
本
】

讀
冊
已
畢
、
魏
王
曹
丕
即
入
殿
位
大
禮
、
登
了
帝
位
。
賈
詡
引
大
小
官
僚
朝
於
臺
下
。
改
延
康
元
年
爲
黃
初
元
年
。
國
號
大
魏
。
丕
即

傳
旨
、
大
赦
天
下
。
諡
父
曹
操
爲
太
祖
武
皇
帝
。
華
歆
奏
曰
「『
天
無
二
日
、
民
無
二
王
』。
漢
帝
既
禪
天
下
、
理
宜
退
就
藩
服
。
乞
降
明

旨
、
安
置
劉
氏
於
何
地
？
」
言
訖
扶
獻
帝
跪
於
臺
下
聽
旨
。
丕
降
旨
、
封
帝
爲
山
陽
公
、
即
日
便
行
。

こ
こ
で
は
、
李
卓
吾
本
の
「（
献
帝
を
）
公
卿
に
封
じ
て
、
即
日
行
か
せ
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
」
と
い
う
賈
詡
の
発
言
が
毛
宗
崗
本
で

は
削
除
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
賈
詡
に
関
し
て
言
動
に
移
動
が
見
受
け
ら
れ
た
の
は
、
い
ず
れ
も
曹
丕
が
帝
の
位
を
簒
奪
す
る
一
連
の
場
面
で
あ
る
。

献
帝
か
ら
曹
丕
へ
の
形
ば
か
り
の
禅
譲
に
際
し
、
李
卓
吾
本
に
比
べ
て
毛
宗
崗
本
で
は
、
賈
詡
の
主
体
性
が
薄
ま
り
、
献
帝
に
対
す
る
態

度
が
和
ら
い
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
毛
宗
崗
本
は
曹
操
に
献
策
を
す
る
賈
詡
に
対
し
て
や
は
り
評
価
は
し
て
い
な
い
が
、
賈
詡
は
李
傕
に

仕
え
て
い
た
時
、
献
帝
へ
の
忠
誠
心
を
見
せ
て
お
り
、
献
帝
す
な
わ
ち
漢
王
朝
と
の
距
離
感
が
毛
宗
崗
本
で
の
描
写
に
影
響
を
与
え
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
曹
操
に
深
く
関
わ
る
人
物
で
あ
る
程
昱
と
荀
彧
、
賈
詡
に
つ
い
て
版
本
間
で
の
人
物
像
の
改
変
を
見
て
き
た
が
、
毛
宗
崗
本
は

一
貫
し
て
曹
操
を
「
奸
」
絶
と
し
て
描
い
て
お
り
、
そ
の
た
め
曹
操
の
臣
下
に
対
す
る
毛
宗
崗
本
の
評
価
も
お
し
な
べ
て
低
い
の
は
確
か

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
も
毛
宗
崗
本
は
全
て
の
人
物
を
一
様
に
描
く
の
で
は
な
く
、「
漢
王
朝
へ
の
忠
誠
心
」
を
比
較
軸
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
の
立
場
を
描
き
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
細
や
か
に
改
変
を
加
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

五
　
曹
操
に
対
す
る
反
乱
に
お
け
る
人
物
描
写
の
改
変

本
章
で
は
、
前
章
で
曹
操
臣
下
の
評
価
の
軸
と
し
て
指
摘
し
た
「
漢
王
朝
へ
の
忠
誠
心
」
と
い
う
点
か
ら
、
曹
操
の
臣
下
で
は
な
く
、

（
13
）

（
14
）
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曹
操
に
反
旗
を
翻
し
た
者
の
描
写
に
関
し
て
も
版
本
間
で
違
い
が
見
ら
れ
る
か
を
確
認
す
る
。『
三
国
志
演
義
』
で
は
劉
備
も
加
わ
っ
た
董

承
ら
の
計
画
を
は
じ
め
と
し
て
、
幾
度
も
曹
操
に
対
す
る
反
乱
が
企
図
さ
れ
て
は
露
見
し
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
、
版
本

間
で
大
き
く
違
い
が
見
ら
れ
た
の
は
馬
騰
と
黄
奎
に
よ
る
反
乱
（
第
五
十
七
回
）、
及
び
伏
完
と
伏
皇
后
に
よ
る
反
乱
（
第
六
十
六
回
）
の

二
つ
で
あ
る
。

（
一
）
第
五
十
七
回

西
涼
か
ら
許
都
に
召
喚
さ
れ
た
馬
騰
が
黄
奎
と
組
ん
で
謀
反
を
起
こ
そ
う
と
計
画
す
る
場
面
で
あ
る
。

【
李
卓
吾
本
】

當
年
奉
詔
、
乃
帶
次
子
馬
休
、
馬
鐵
、
兄
子
馬
岱
并
全
家
老
小
、
皆
赴
許
昌
。
留
長
子
馬
超
守
邊
。
於
路
到
京
、
先
參
見
曹
操
、
次
日

乃
面
君
。
操
封
馬
騰
爲
偏
將
軍
、
馬
休
爲
奉
車
都
尉
、
馬
鐵
、
馬
岱
皆
爲
騎
都
尉
、
就
領
關
西
軍
馬
、
剋
日
出
征
、
收
復
劉
備
。
騰
謝
恩

畢
、
未
及
起
行
。

一
日
、
獻
帝
宣
馬
騰
入
內
、
登
麒
麟
閣
、
共
論
舊
日
功
臣
。
宣
騰
近
前
、
屏
退
左
右
、
帝
曰
「
卿
知
汝
先
祖
乎
？
」
騰
曰
「
臣
祖
伏
波

將
軍
、
名
列
青
史
、
深
荷
聖
朝
之
大
恩
、
豈
不
知
之
。」
帝
曰
「
汝
能
效
汝
祖
、
力
扶
漢
室
以
誅
逆
賊
乎
？
」
騰
曰
「
臣
已
領
聖
旨
去
討
反

賊
劉
備
也
。」
帝
曰
「
劉
備
乃
漢
室
宗
親
、
非
反
賊
也
。
反
賊
者
、
曹
操
也
、
早
晚
必
篡
朕
位
矣
。
所
降
詔
旨
、
皆
非
朕
意
。
卿
思
乃
祖
、

何
不
與
朕
圖
之
？
」
騰
含
淚
奏
曰
「
臣
昔
奉
衣
帶
詔
、
與
國
舅
同
謀
殺
賊
、
不
幸
事
泄
。
非
無
此
心
、
力
不
及
耳
。」
帝
曰
「
朕
畏
曹
操
、

度
日
如
年
。
今
操
付
以
兵
權
、
可
就
而
謀
之
、
勿
復
泄
漏
。」
騰
曰
「
臣
願
以
全
家
報
陛
下
。」
帝
大
喜
。
騰
欣
然
領
命
而
出
、
遂
與
三
子

商
議
、
皆
有
報
國
之
心
。
忽
值
曹
操
催
督
起
軍
、
又
遣
門
下
侍
郎
黃
奎
爲
行
軍
參
謀
。
馬
騰
請
黃
奎
議
行
兵
之
事
、
置
酒
痛
飲
。

【
毛
宗
崗
本
】

當
日
奉
詔
、
乃
與
長
子
馬
超
商
議
曰
「
吾
自
與
董
承
受
衣
帶
詔
以
來
、
與
劉
玄
德
約
共
討
賊
、
不
幸
董
承
已
死
、
玄
德
屢
敗
。
我
又
僻

處
西
涼
、
未
能
協
助
玄
德
。
今
聞
玄
德
已
得
荊
州
、
我
正
欲
展
昔
日
之
志
、
而
曹
操
反
來
召
我
、
當
是
如
何
？
」
馬
超
曰
「
操
奉
天
子
之

命
以
召
父
親
、
今
若
不
往
、
彼
必
以
逆
命
責
我
矣
。
當
乘
其
來
召
、
竟
往
京
師
、
於
中
取
事
、
則
昔
日
之
志
可
展
也
。」

馬
騰
兄
子
馬
岱
諫
曰
「
曹
操
心
懷
叵
測
、
叔
父
若
往
、
恐
遭
其
害
。」
超
曰
「
兒
願
盡
起
西
涼
之
兵
、
隨
父
親
殺
入
許
昌
、
爲
天
下
除
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害
、
有
何
不
可
？
」
騰
曰
「
汝
自
統
羌
兵
保
守
西
涼
、
只
教
次
子
馬
休
、
馬
鐵
幷
姪
馬
岱
隨
我
同
往
。
曹
操
見
有
汝
在
西
涼
、
又
有
韓
遂

相
助
、
諒
不
敢
加
害
於
我
也
。」
超
曰
「
父
親
若
往
、
切
不
可
輕
入
京
師
。
當
隨
機
應
變
、
觀
其
動
靜
。」
騰
曰
「
吾
自
有
處
、
不
必
多
慮
。」

於
是
馬
騰
乃
引
西
涼
兵
五
千
、
先
教
馬
休
、
馬
鐵
爲
前
部
、
留
馬
岱
在
後
接
應
、
迤
邐
望
許
昌
而
來
。
離
許
昌
二
十
里
、
屯
住
軍
馬
。

曹
操
聽
知
馬
騰
已
到
、
喚
門
下
侍
郎
黃
奎
吩
咐
曰
「
目
今
馬
騰
南
征
、
吾
命
汝
爲
行
軍
參
謀
、
先
至
馬
騰
寨
中
勞
軍
、
可
對
馬
騰
說
、

西
涼
路
遠
、
運
糧
甚
難
、
不
能
多
帶
人
馬
。
我
當
更
遣
大
兵
協
同
前
進
。
來
日
教
他
入
城
面
君
、
吾
就
應
付
糧
草
與
之
。」
奎
領
命
來
見
馬

騰
。
騰
置
酒
相
待
。

傍
線
部
で
示
し
た
よ
う
に
、
馬
騰
が
曹
操
を
討
つ
動
機
に
つ
い
て
、
李
卓
吾
本
で
は
献
帝
が
馬
騰
を
呼
び
出
し
直
接
依
頼
し
て
初
め
て

そ
の
意
思
を
見
せ
る
。
し
か
し
、
毛
宗
崗
本
で
は
毛
宗
崗
本
で
は
西
涼
に
い
る
段
階
で
す
で
に
曹
操
を
討
つ
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し
て
お

り
、
漢
王
朝
に
対
す
る
忠
誠
心
が
よ
り
強
調
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）
第
五
十
七
回

黄
奎
が
愛
妾
で
あ
る
李
春
香
に
計
画
を
漏
ら
し
、
愛
妾
と
の
婚
姻
を
望
む
義
弟
の
苗
澤
に
よ
っ
て
曹
操
に
密
告
さ
れ
、
事
が
露
見
し
、

黄
奎
と
馬
騰
親
子
が
処
刑
さ
れ
る
場
面
で
あ
る
。

【
李
卓
吾
本
】

①
卻
說
關
西
兵
至
許
昌
、
馬
騰
、
黃
奎
請
操
點
軍
、
並
入
相
府
。
操
喝
左
右
拿
下
馬
騰
。
②
騰
曰
「
何
罪
？
」
操
曰
「
吾
保
汝
爲
將
、

汝
反
欲
殺
吾
耶
？
」
二
人
抵
語
。
操
喚
苗
澤
一
證
、
黃
奎
無
言
可
答
。
馬
騰
大
罵
曰
「
腐
儒
誤
我
大
事
矣
！
吾
兩
番
欲
殺
國
賊
、
不
幸
泄

漏
、
此
蒼
天
欲
興
姦
賊
而
滅
炎
漢
也
！
」
操
下
令
、
將
黃
奎
馬
騰
兩
家
良
賤
、
共
三
百
餘
口
、
皆
斬
於
市
。
曹
、
馬
騰
、
二
子
對
面
受
刑
、

關
西
兵
士
大
叫
「
哀
哉
！
」
操
喝
散
、
只
走
了
姪
兒
馬
岱
。

【
毛
宗
崗
本
】

次
日
、
①
馬
騰
領
著
西
涼
兵
馬
、
將
次
近
城
、
只
見
前
面
一
簇
紅
旗
、
打
著
丞
相
旗
號
。
馬
騰
只
道
曹
操
自
來
點
軍
、
拍
馬
向
前
。
忽
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聽
得
一
聲
砲
響
、
紅
旗
開
處
、
弓
弩
齊
發
。
一
將
當
先
、
乃
曹
洪
也
。
馬
騰
急
撥
馬
回
時
、
兩
下
喊
聲
又
起
。
左
邊
許
褚
殺
來
、
右
邊
夏

侯
淵
殺
來
、
後
面
又
是
徐
晃
領
兵
殺
至
、
截
斷
西
涼
軍
馬
、
將
馬
騰
父
子
三
人
困
在
垓
心
。
馬
騰
見
不
是
頭
、
奮
力
衝
殺
。
馬
鐵
早
被
亂

箭
射
死
。
馬
休
隨
著
馬
騰
左
衝
右
突
、
不
能
得
出
。
二
人
身
帶
重
傷
、
坐
下
馬
又
被
箭
射
倒
、
父
子
二
人
俱
被
擒
。
曹
操
教
將
黃
奎
與
馬

騰
父
子
、
一
齊
綁
至
。
②
黃
奎
大
叫
「
無
罪
！
」
操
教
苗
澤
對
證
。
馬
騰
大
罵
曰
「
豎
儒
誤
我
大
事
！
我
不
能
爲
國
殺
賊
、
是
乃
天
也
！
」

操
命
牽
出
。
馬
騰
罵
不
絕
口
、
與
其
子
馬
休
、
及
黃
奎
一
同
遇
害
。

傍
線
部
①
の
と
こ
ろ
で
、
馬
騰
が
捕
ら
わ
れ
る
経
緯
に
つ
い
て
、
李
卓
吾
本
で
は
相
府
に
入
っ
た
と
こ
ろ
を
馬
騰
、
黄
奎
共
に
捕
ら
え

ら
れ
て
い
る
が
、
毛
宗
崗
本
で
は
曹
操
が
馬
騰
ら
西
涼
軍
を
急
襲
し
、
戦
い
の
中
息
子
一
人
を
失
い
、
馬
騰
自
身
も
重
傷
を
負
い
な
が
ら

捕
ら
わ
れ
て
お
り
、
黄
奎
は
そ
れ
よ
り
も
先
に
す
で
に
逮
捕
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
重
傍
線
部
②
で
示
し
た
よ
う
に
、
捕
ら
わ
れ
た
こ

と
に
対
し
て
李
卓
吾
本
で
は
馬
騰
が
「
何
の
罪
か
」
と
発
言
し
て
い
る
の
に
対
し
、
毛
宗
崗
本
で
は
黄
奎
が
「
無
実
の
罪
だ
」
と
大
き
な

声
で
叫
ん
で
お
り
、
非
常
に
対
照
的
で
あ
る
。
毛
宗
崗
本
で
は
大
事
な
計
画
を
愛
妾
に
漏
洩
し
て
し
ま
う
黄
奎
と
、
漢
王
朝
に
対
し
て
強

い
忠
誠
心
を
抱
き
、
勇
ま
し
く
戦
っ
た
馬
騰
と
の
対
比
が
よ
り
明
確
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
よ
う
。

（
三
）
第
六
十
六
回

曹
操
の
横
暴
を
止
め
る
よ
う
伏
皇
后
の
父
伏
完
に
手
紙
を
送
る
た
め
、
穆
順
に
手
紙
を
託
す
場
面
で
あ
る
。

【
李
卓
吾
本
】

順
泣
曰
「
臣
感
陛
下
知
遇
大
恩
、
敢
不
以
死
補
報
！
臣
即
請
行
。」
帝
與
了
書
、
穆
順
藏
于
髪
中
、
潛
出
禁
宮
、
徑
至
伏
完
宅
上
、
將
書

呈
完
。

【
毛
宗
崗
本
】

順
泣
曰
「
臣
感
陛
下
大
恩
、
敢
不
以
死
報
！
臣
即
請
行
。」
后
乃
修
書
付
順
。
順
藏
書
於
髮
中
、
潛
出
禁
宮
、
逕
至
伏
完
宅
、
將
書
呈

上
。
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傍
線
部
で
示
し
た
よ
う
に
、
李
卓
吾
本
で
は
「
帝
が
手
紙
を
与
え
た
」
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
が
、
毛
宗
崗
本
で
は
「
伏
皇
后
は
そ
こ

で
手
紙
を
書
い
て
穆
順
に
渡
し
た
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
手
紙
を
渡
す
主
語
が
帝
か
ら
皇
后
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。
わ
ず
か
な
差
で
は
あ

る
が
、
よ
り
伏
皇
后
の
主
体
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
表
現
と
言
え
る
。

（
四
）
第
六
十
六
回

手
紙
が
曹
操
に
暴
か
れ
、
伏
皇
后
を
処
刑
す
べ
く
華
歆
ら
が
宮
中
に
押
し
入
る
場
面
で
あ
る
。

【
李
卓
吾
本
】

少
刻
、
尚
書
令
華
歆
又
引
五
百
甲
兵
入
、
到
後
殿
問
宮
人
「
伏
后
何
在
？
」
宮
人
皆
推
云
「
藏
匿
房
中
。」

【
毛
宗
崗
本
】

少
頃
、
尚
書
令
華
歆
引
五
百
兵
入
到
後
殿
、
問
宮
人
「
伏
后
何
在
？
」
宮
人
皆
推
不
知
。

伏
皇
后
を
捕
ら
え
よ
う
と
探
す
華
歆
に
対
し
て
、
傍
線
部
で
示
し
た
よ
う
に
、
李
卓
吾
本
で
は
宮
女
た
ち
が
伏
皇
后
は
部
屋
の
中
に
隠

れ
て
い
る
こ
と
を
こ
ぞ
っ
て
言
っ
て
い
る
が
、
毛
宗
崗
本
で
は
知
ら
な
い
と
言
い
張
っ
て
お
り
、
全
く
異
な
る
言
動
を
取
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
毛
宗
崗
本
は
宮
女
た
ち
の
伏
皇
后
及
び
漢
王
朝
へ
の
忠
誠
心
を
表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
五
）
第
六
十
六
回

華
歆
が
伏
皇
后
を
見
つ
け
出
し
連
れ
て
行
く
場
面
で
あ
る
。

【
李
卓
吾
本
】

后
披
髮
跣
足
、
二
甲
士
推
擁
而
出
。
至
外
殿
前
、
帝
望
見
后
、
乃
下
殿
抱
后
而
哭
。
歆
叱
曰
「
魏
公
有
命
、
可
速
行
！
」

【
毛
宗
崗
本
】
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后
披
髮
跣
足
、
二
甲
士
推
擁
而
出
。
原
來
華
歆
素
有
才
名
、
向
與
邴
原
、
管
寧
相
友
善
。
時
人
稱
三
人
爲
一
龍
。
華
歆
爲
龍
頭
、
邴
原
爲

龍
腹
、
管
寧
爲
龍
尾
。
一
日
、
寧
與
歆
共
種
園
蔬
、
鋤
地
見
金
。
寧
揮
鋤
不
顧
。
歆
拾
而
視
之
、
然
後
擲
下
。
又
一
日
、
寧
與
歆
同
坐
觀

書
、
聞
戶
外
傳
呼
之
聲
、
有
貴
人
乘
軒
而
過
。
寧
端
坐
不
動
、
歆
棄
書
往
觀
。
寧
自
此
鄙
歆
之
爲
人
、
遂
割
席
分
坐
、
不
復
與
之
爲
友
。

後
來
管
寧
避
居
遼
東
、
常
帶
白
帽
、
坐
臥
一
樓
、
足
不
履
地
、
終
身
不
肯
仕
魏
、
而
歆
乃
先
事
孫
權
、
後
歸
曹
操
、
至
此
乃
有
收
捕
伏
皇

后
一
事
。〔
百
忙
中
忽
接
敘
華
歆
生
平
、
極
似
閑
筆
、
卻
不
是
閑
筆
。〕
後
人
有
詩
歎
華
歆
曰
、

華
歆
當
日
逞
兇
謀
、
破
壁
生
將
母
后
收
。
助
虐
一
朝
添
虎
翼
、
罵
名
千
載
笑
龍
頭
。

又
有
詩
讚
管
寧
曰
、

遼
東
傳
有
管
寧
樓
、
人
去
樓
空
名
獨
留
。
笑
殺
子
魚
貪
富
貴
、
豈
如
白
帽
自
風
流
。」

且
說
華
歆
將
伏
后
擁
至
外
殿
。
帝
望
見
后
、
乃
下
殿
抱
后
而
哭
。
歆
曰
「
魏
公
有
命
．
可
速
行
！
」

伏
皇
后
を
捕
ら
え
た
後
、
毛
宗
崗
本
で
は
新
た
に
華
歆
と
管
寧
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
挿
入
し
、
管
寧
の
潔
白
さ
と
比
較
し
て
富
貴
に
こ
だ

わ
る
華
歆
の
人
と
な
り
を
示
し
て
い
る
。
太
字
で
示
し
た
よ
う
に
、
附
せ
ら
れ
た
毛
宗
崗
本
の
評
に
は
「
忙
し
な
い
状
況
の
中
で
突
然
華
歆

の
生
い
立
ち
を
書
く
の
は
、
無
駄
な
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
が
、
そ
の
実
無
駄
で
は
な
い
」
と
あ
り
、
意
図
的
に
挿
入
し
て
い
る
こ
と
が

窺
え
る
。

以
上
の
改
変
か
ら
、
毛
宗
崗
本
で
は
、
皇
后
の
反
乱
に
対
す
る
意
思
の
強
さ
や
、
宮
女
た
ち
の
皇
后
及
び
漢
へ
の
忠
誠
心
が
強
調
さ
れ
、

対
照
的
に
華
歆
の
残
虐
性
が
強
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
曹
操
に
反
旗
を
翻
し
た
人
物
に
対
し
て
、
毛
宗
崗
本
は
漢
王

朝
へ
の
忠
誠
心
が
よ
り
強
調
さ
れ
る
よ
う
な
改
変
を
加
え
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

六
　
お
わ
り
に

『
三
国
志
演
義
』
は
蜀
漢
を
正
統
と
し
、
曹
操
を
悪
役
と
し
て
描
く
物
語
で
あ
る
。
特
に
毛
宗
崗
本
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
の
役
割
が
よ

り
鮮
明
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
曹
操
を
「
奸
」
絶
と
し
て
一
貫
性
を
持
た
せ
る
以
上
、
曹
操
の
臣
下
た
ち
に
高
い
評
価
を
与
え
る
こ
と

（
15
）
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は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
毛
宗
崗
は
そ
の
中
で
も
全
て
の
人
物
を
千
篇
一
律
に
描
い
て
は
い
な
い
。「
漢
王
朝
へ
の
忠
誠
心
」
を
比
較
軸
と

し
て
、
程
昱
や
荀
彧
、
賈
詡
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
の
立
場
が
分
か
れ
る
よ
う
に
綿
密
な
改
変
を
加
え
て
お
り
、
蜀
漢
へ
の
忠
や
義

の
尊
重
と
い
う
主
題
が
細
か
な
所
に
ま
で
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
う
毛
宗
崗
本
の
特
徴
が
、
曹
操
の
臣
下
た
ち
の
人
物
描
写
に
も
表
れ
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
傾
向
は
曹
操
に
対
し
て
反
乱
を
計
画
し
た
人
物
に
も
言
え
、
こ
う
し
た
毛
宗
崗
本
の

緻
密
な
配
慮
が
、『
三
国
志
演
義
』
の
文
学
性
を
高
め
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

た
だ
、
本
稿
に
お
い
て
、
毛
宗
崗
本
が
『
三
国
志
演
義
』
を
改
変
す
る
に
あ
た
っ
て
細
部
に
ま
で
こ
だ
わ
っ
て
い
る
と
い
う
一
例
を
示

す
こ
と
は
で
き
た
も
の
の
、
こ
の
よ
う
な
改
変
は
曹
操
に
関
わ
る
人
物
だ
け
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
蜀
や
呉
、
ま
た
袁
紹
の
臣
下
な
ど

広
い
範
囲
で
の
調
査
を
行
い
、
よ
り
客
観
的
な
デ
ー
タ
を
得
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
曹
操
の
臣
下
に
つ
い
て
も
、
本
稿
で
は
文
官
に
対

す
る
調
査
に
留
ま
っ
て
お
り
、
所
謂
武
官
と
さ
れ
る
人
物
は
毛
宗
崗
本
で
ど
う
描
か
れ
て
い
る
か
、
さ
ら
に
は
そ
の
異
同
が
生
じ
た
背
景

な
ど
、
検
討
す
べ
き
点
は
多
く
、
今
後
の
課
題
と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

注

（
1
）	

『
三
国
志
演
義
』
の
諸
版
本
や
出
版
競
争
に
つ
い
て
は
中
川
諭
『『
三
國
志
演
義
』
版
本
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
）
及
び
金
文
京

『
三
国
志
演
義
の
世
界　

増
補
版
』（
東
方
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
2
）	

「
吾
以
爲
『
三
國
』
有
三
奇
、
可
稱
三
絕
。
諸
葛
孔
明
一
絕
也
、
關
雲
長
一
絕
也
、
曹
操
亦
一
絕
也
。（
中
略
）
有
此
三
奇
、
乃
前
後
史
之
所

絕
無
者
。
故
讀
遍
諸
史
、
而
愈
不
得
不
喜
讀
『
三
國
志
』
也
。」（
毛
宗
崗
本
『
三
國
演
義
』「
讀
三
國
志
法
」）

（
3
）	

注
一
前
掲
金
文
京
『
三
国
志
演
義
の
世
界　

増
補
版
』
三
章
「『
三
国
志
』
か
ら
『
三
國
志
演
義
』
へ
」
参
照
。

（
4
）	

仙
石
知
子
『
毛
宗
崗
批
評
『
三
國
志
演
義
』
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
七
年
）
終
章
「
毛
宗
崗
本
『
三
國
志
演
義
』
の
表
現
と
時
代
風

潮
」
参
照
。

（
5
）	

書
名
を
『
李
卓
吾
先
生
批
評
三
国
志
』
と
題
す
る
版
本
に
は
呉
観
明
本
や
宝
翰
楼
本
、
緑
蔭
堂
本
、
蔡
光
楼
本
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
本
稿
は

そ
の
中
で
最
も
古
い
呉
観
明
本
を
用
い
る
。
ま
た
、
比
較
の
際
に
は
嘉
靖
本
も
用
い
た
が
、
李
卓
吾
本
と
明
確
な
差
が
見
ら
れ
な
い
も
の
は
特

に
記
載
せ
ず
、
違
い
が
見
ら
れ
た
場
合
は
注
で
示
す
。
字
体
は
繁
体
字
で
統
一
し
、
評
に
つ
い
て
は
必
要
箇
所
の
み
〔
〕
で
囲
ん
で
示
し
た
。
テ

キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
嘉
靖
本
は
『
古
本
小
説
集
成
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）、
李
卓
吾
本
は
『
対
訳
中
国
歴
史
小
説
選
集　

李

（
16
）

（
17
）
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卓
吾
先
生
批
評
三
国
志
』（
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
八
四
年
）、
毛
宗
崗
本
は
『
三
國
演
義
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）
及
び
『
三
国
演

義　

会
評
本
』（
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
し
た
。
な
お
、
ゆ
ま
に
書
房
の
李
卓
吾
本
は
日
本
の
蓬
左
文
庫
に
所
蔵

さ
れ
る
呉
観
明
本
の
影
印
で
あ
る
。

（
6
）	

そ
れ
ぞ
れ
の
章
回
数
は
全
て
毛
宗
崗
本
に
準
拠
す
る
。

（
7
）	
「
俗
本
之
乎
者
也
等
字
、
大
半
齟
齬
不
通
。
又
詞
語
冗
長
、
每
多
複
沓
處
。
今
悉
依
古
本
改
正
、
頗
覺
直
捷
痛
快
。」（
毛
宗
崗
本
『
三
國
演
義
』

「
凡
例
」）

（
8
）	

嘉
靖
本
は
「
苦
諫
」
に
作
る
。

（
9
）	

こ
の
場
面
は
『
三
国
志
』「
郭
嘉
伝
」
裴
松
之
注
引
『
傅
子
』
に
記
載
が
あ
る
。
本
文
に
お
い
て
二
重
傍
線
で
示
し
た
郭
嘉
の
台
詞
に
つ
い
て
、

発
言
の
時
期
は
前
後
し
て
い
る
が
、
内
容
は
李
卓
吾
本
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。「『
傅
子
』
曰
、
初
、
劉
備
來
降
、
太
祖
以
客
禮
待
之
、
使
爲
豫

州
牧
。
嘉
言
于
太
祖
曰
「
備
有
雄
才
而
甚
得
衆
心
。
張
飛
、
關
羽
者
、
皆
萬
人
之
敵
也
、
爲
之
死
用
。
嘉
觀
之
、
備
終
不
爲
人
下
、
其
謀
未
可

測
也
。
古
人
有
言
『
一
日
縱
敵
、
數
世
之
患
。』
宜
早
爲
之
所
。」
是
時
、
太
祖
奉
天
子
以
號
令
天
下
、
方
招
懷
英
雄
以
明
大
信
、
未
得
從
嘉
謀
。

會
太
祖
使
備
要
擊
袁
術
、
嘉
與
程
昱
俱
駕
而
諫
太
祖
曰
「
放
備
、
變
作
矣
。」
時
備
已
去
、
遂
舉
兵
以
叛
。
太
祖
恨
不
用
嘉
之
言
。」（
以
降
、『
三

国
志
』
の
引
用
は
中
華
書
局
標
点
本
に
拠
る
）

（
10
）	

毛
宗
崗
本
が
自
身
の
施
し
た
改
変
に
対
し
て
も
評
を
つ
け
る
こ
と
に
関
し
て
、
注
四
前
掲
書
に
て
仙
石
氏
は
「
古
本
」
三
国
志
に
基
づ
い
て

校
訂
し
た
と
い
う
立
場
を
取
る
こ
と
で
、
改
変
し
た
文
章
に
評
を
付
け
、
自
ら
の
改
変
の
意
図
を
記
す
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
と
指
摘
し
て

い
る
。（
終
章
「
毛
宗
崗
本
『
三
國
志
演
義
』
の
表
現
と
時
代
風
潮
」）

（
11
）	

毛
宗
崗
本
が
劉
備
を
「
仁
」
の
人
と
し
て
一
貫
し
て
描
き
、
物
語
の
中
心
に
据
え
て
い
る
こ
と
は
、
仙
石
氏
も
注
四
前
掲
書
で
指
摘
し
て
い

る
。（
第
一
章
「
劉
備
の
仁
」
参
照
）

（
12
）	

郭
嘉
の
こ
の
場
面
は
『
三
国
志
』「
郭
嘉
伝
」
裴
松
之
注
引
『
傅
子
』
に
記
載
が
あ
り
、
郭
嘉
の
話
す
内
容
は
『
三
国
志
演
義
』
に
ほ
ぼ
そ
の

ま
ま
継
承
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
荀
彧
は
登
場
し
な
い
。「『
傅
子
』
曰
、
太
祖
謂
嘉
曰
「
本
初
擁
冀
州
之
衆
、
青
、
幷
從
之
、
地
廣
兵
彊
、

而
數
爲
不
遜
。
吾
欲
討
之
、
力
不
敵
、
如
何
？
」
對
曰
「
劉
、
項
之
不
敵
、
公
所
知
也
。
漢
祖
唯
智
勝
。
項
羽
雖
彊
、
終
爲
所
禽
。
嘉
竊
料
之
、

紹
有
十
敗
、
公
有
十
勝
、
雖
兵
彊
、
無
能
爲
也
。（
中
略
）
紹
好
爲
虛
勢
、
不
知
兵
要
、
公
以
少
克
衆
、
用
兵
如
神
、
軍
人
恃
之
、
敵
人
畏
之
、

此
武
勝
十
也
。」
太
祖
笑
曰
「
如
卿
所
言
、
孤
何
德
以
堪
之
也
。」
嘉
又
曰
「
紹
方
北
擊
公
孫
瓚
、
可
因
其
遠
征
、
東
取
呂
布
。
不
先
取
布
、
若

紹
爲
寇
、
布
爲
之
援
、
此
深
害
也
。」
太
祖
曰
「
然
。」」

（
13
）	

毛
宗
崗
本
は
、
第
二
十
三
回
で
「
賈
詡
初
隨
李
傕
、
後
隨
曹
操
、
雖
有
知
謀
、
不
知
順
逆
、
故
其
言
如
此
。」、
第
五
十
九
回
で
「
賈
詡
前
爲

李
傕
策
馬
騰
、
今
爲
曹
操
策
馬
超
、
始
終
助
逆
、
雖
智
謀
不
足
取
也
。」
と
賈
詡
に
対
し
て
批
判
的
な
評
を
附
し
て
い
る
。
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（
14
）	

例
え
ば
第
十
三
回
「
侍
中
楊
琦
密
奏
帝
曰
『
臣
觀
賈
詡
雖
爲
李
傕
心
腹
、
然
實
未
嘗
忘
君
、
陛
下
當
與
謀
之
。』
正
說
之
間
、
賈
詡
來
到
、
帝

乃
摒
退
左
右
、
泣
諭
詡
曰
『
卿
能
憐
漢
朝
、
救
朕
命
乎
？
』
詡
拜
伏
於
地
、
曰
『
固
臣
所
願
也
。
陛
下
且
勿
言
、
臣
自
圖
之
。』
帝
收
淚
而
謝
。」

（
毛
宗
崗
本
）
と
い
う
よ
う
な
場
面
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

	
	

な
お
、『
三
国
志
』「
賈
詡
伝
」
裴
松
之
注
引
『
献
帝
記
』
に
も
賈
詡
の
献
帝
に
対
す
る
忠
誠
を
示
す
発
言
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
先
に
挙
げ

た
『
三
国
志
演
義
』
の
場
面
の
よ
う
に
献
帝
と
賈
詡
が
直
接
関
わ
る
よ
う
な
記
述
は
な
い
。「『
獻
帝
紀
』
曰
、
傕
等
與
詡
議
、
迎
天
子
置
其
營

中
。
詡
曰
「
不
可
。
脅
天
子
、
非
義
也
。」
傕
不
聽
。
張
繡
謂
詡
曰
「
此
中
不
可
久
處
、
君
胡
不
去
？
」
詡
曰
「
吾
受
國
恩
、
義
不
可
背
。
卿
自

行
、
我
不
能
也
。」」

（
15
）	

華
歆
・
邴
原
、
管
寧
の
三
人
の
仲
が
よ
く
、
当
時
の
人
々
が
三
人
を
そ
れ
ぞ
れ
竜
の
頭
、
腹
、
尾
と
見
な
し
て
一
龍
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
に

つ
い
て
は
『
三
国
志
』「
華
歆
伝
」
裴
松
之
注
引
『
魏
略
』
に
も
記
述
が
あ
る
。「『
魏
略
』
曰
、
歆
與
北
海
邴
原
、
管
寧
俱
游
學
、
三
人
相
善
、

時
人
號
三
人
爲
「
一
龍
」、
歆
爲
龍
頭
、
原
爲
龍
腹
、
寧
爲
龍
尾
。」
た
だ
し
、
華
歆
と
管
寧
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
『
世
説
新
語
』「
徳
行
篇
」
に
記

載
が
あ
り
、
毛
宗
崗
本
は
こ
の
『
世
説
新
語
』
か
ら
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
継
承
し
て
い
る
。「
管
寧
、
華
歆
共
園
中
鋤
菜
、
見
地
有
片
金
、
管
揮
鋤
與

瓦
石
不
異
、
華
捉
而
擲
去
之
。
又
嘗
同
席
讀
書
、
有
乘
軒
冕
過
門
者
、
寧
讀
如
故
、
歆
廢
書
出
看
。
寧
割
席
分
坐
、
曰
「
子
非
吾
友
也
。」」（
引

用
は
『
世
説
新
語
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
に
拠
る
）

（
16
）	

毛
宗
崗
本
の
デ
ィ
テ
ー
ル
に
こ
だ
わ
る
改
変
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
引
用
し
て
い
る
仙
石
氏
の
研
究
の
他
に
、
感
情
表
現
に
焦
点
を
当
て
た

吉
永
壮
介
氏
の
「『
三
国
志
演
義
』
の
「
笑
い
」
の
位
相
に
つ
い
て
」（『
藝
文
研
究
』
第
一
〇
四
号
、
二
〇
一
三
年
六
月
）、「『
三
国
志
演
義
』
の

涙
の
力
学
」（『
藝
文
研
究
』
第
一
〇
五
号
、
二
〇
一
三
年
十
二
月
）、「『
三
国
志
演
義
』
の
怒
り
の
諸
相
」（『
藝
文
研
究
』
第
一
〇
七
号
、
二
〇

一
四
年
十
二
月
）
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
17
）	

出
版
さ
れ
た
当
時
の
社
会
の
構
造
や
状
況
か
ら
、
通
俗
白
話
小
説
の
受
容
、
特
に
武
官
に
よ
る
受
容
に
つ
い
て
指
摘
す
る
研
究
も
あ
り
（
井

口
千
雪
氏
の
「
明
朝
勲
戚
武
定
侯
郭
氏
と
文
学
：「
諸
葛
の
如
き
」
定
襄
伯
郭
登
」（『
中
国
文
学
論
集
』
第
四
六
号
、
二
〇
一
七
年
十
二
月
）
等

参
照
）、
本
稿
の
よ
う
な
版
本
間
の
研
究
も
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
出
版
状
況
や
受
容
層
の
観
点
か
ら
再
検
討
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
。


